学校図書館の「学びのひろば」という役割における課題 by 辻井 花歩 & Tsujii Kaho
学校図書館の「学びのひろば」という役割における
課題
著者 辻井 花歩
雑誌名 教育科学セミナリー
巻 49
ページ 96-97
発行年 2018-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/13118
－96－
1 ．問題の所在：「居場所」としての学
校図書館
　2017年に『子供・若者白書』を内閣府が刊行
し、「居場所」と「つながり」を軸に分析した
調査結果を公表した。経済格差と教育格差は密
接に関連し、「居場所」の有無や人との「つな
がり」の格差をもたらし、それが「自己形成」
や「将来展望」にまで大きな影響があることが
明らかになっている。　
　学校図書館の分野でも、「心の居場所」とい
う役割が、2016年、文部科学省の「学校図書館
ガイドライン」に明記された。「読書センター」
「学習・情報センター」としての機能に加えて、
「場」としての学校図書館が注目されたのであ
る（文部科学省2016）。
2 ．先行研究
　人と人との繋がりに関する研究は近年増加し
ている。教育社会学ではつながりと学力との相
関関係が問題にされており、つながりをつくる
取り組みが広がっている。（志水2017）、子ども
にとっての居場所（住田2003）と学校図書館を
融合する取り組みを久野（2017）が第三の場と
いう概念を用いて発展させてきた。しかし第三
の場は学校や仕事場の外に想定された概念だっ
たため学校図書館の実態に合わない。一方、塩
見による「学びのひろば」（塩見2004）の方は、
学校図書館を人のつがりをつくる学校の中の学
びの中心として位置付けている。
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3 ．存在意義
　つながりを作る取り組みをしている学校図書
館が「学びのひろば」として機能しているか、
という研究は久野が第三の場研究と同時に行な
っていたが、その学校図書館が「学びのひろば」
として機能していない原因や学校図書館の教職
員が直面している課題について明らかにした論
文は散見されない。
4 ．調査方法
　大阪府立高校 2 校、奈良県と岡山県の公立高
校それぞれ 1 校づつ、合わせて 4 校の学校図書
館に関わる教職員（学校司書、司書教諭、教諭、
実習助手など）のべ 9 人に半構造化インタビュ
ーを行った。
　調査対象の学校図書館が「学びのひろば」に
あたるのか 4 つの評価軸を用いて検証した。
5 ．本研究で得られた知見
　調査の結果特に以下の 3 点が明らかとなっ
た。第一に、「学びのひろば」として機能して
いる学校では、学校図書館の活動を学校内で位
置付けており、生徒の興味や進路希望を把握し
ている他の教員と積極的に連携していることが
挙げられる。また第二に校内分掌における図書
課の専任化がなされていることが顕著であり、
これらの条件が重要であることが判明した。第
三に、学校司書の存在や校内分掌における図書
課の専任化が保証されているという前述した条
件の達成率は地域によって差があり、特に大阪
はそれらの条件が達成できていない学校が多
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く、学びのひろばが発展しにくい状況にある可
能性があることが明らかになった。
6 ．今後の課題
　今後の課題として以下の 4 点が挙げられる。
第一に、実際に学校図書館で行われた活動を見
学できていないので、生徒による学校図書館と
その取り組みの評価が調査できていないこと。
第二に、結果的に調査校が学力的に平均以上の
学校を選ぶことになってしまった為、教育困難
校にも同じく「学びのひろば」概念が適応可能
であるか調査できていないこと。第三に、調査
対象が少なかったため学校司書の有無による
「学びのひろば」成立への影響が今回確認する
ことができなかったこと。第四に、大阪府にお
ける実習教員削減のような都道府県別の学校図
書館に関する政策についてまとめられておら
ず、その影響や問題点が調査できていないこと
である。以上を踏まえて、今後も研究を発展さ
せていきたい。
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